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90 地　域　学　論　集　　第 13 巻　　第 １ 号（2016）地域学論集 第 13 巻第 1 号(2016) 
田中昌人は「可逆操作の高次化における階層－段階理論」の中で,この時期を「変換可逆操作の階
層」への飛躍的移行の時期とし,「集団的自己」の誕生の時期としている。 
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田中昌人は「可逆操作の高次化における階層－段階理論」の中で,この時期を「変換可逆操作の階
層」への飛躍的移行の時期とし,「集団的自己」の誕生の時期としている。 













































































(2) 9,10 歳の節目と書きことば 
次に,9,10 歳の発達とことば,特に書きことばの獲得という観点からとらえていきたい。 






































のか？という疑義についてどう答えればよいだろうか。確かに 10 で割るときは 0を消す,「みはじ」
で速度の問題を解くなどの形式的な理解は手っ取り早いといえる。しかし,そこだけにしか使えない
もの,子どもの思考をかえって狭めるものになってはいないか,を検討する必要があろう。実際に走
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４． 発達障害と 9,10 歳の節目 
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